
秋の火災予防運動 11月9日～11月15日 御坊市消防本部　☎0738-22-0800

令和４年度全国統一防火標語
『お出かけは　マスク戸締り　火の用心』
　11月９日（水）から11月15日（火）までの７日間、全国一斉に「秋の火災予防運動」が実施されます。
　この運動は、火災予防思想の一層の普及を図ることにより、火災の発生を防止し、死傷事故や財産の損失を防ぐ
ことを目的として行います。
　これから気温が低くなり、空気が乾燥する時季を迎えるため、暖房器具の使用による火災がふえていきます。火
気を使用する場合は、完全に火が消えるまで目を離さないなど十分注意しましょう。
　この運動を契機に、各家庭や職場で火気を使用する設備（プロパンガス、石油ストーブ等）や電気器具などの点検
整備を実施してください。また、家の周囲にゴミや古新聞など燃えやすい物を放置していないか確認してください。
　火災予防について、皆さん一人ひとりの一層のご注意・ご協力をお願いします。  

 ● 住宅防火　いのちを守る　10のポイント
　４つの習慣
　・寝たばこは絶対にしない、させない。
　・ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　・こんろを使うときは火のそばを離れない。
　・コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
　６つの対策
　・火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置のついた機器を使用する。
　・火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
　・火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　・火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　・防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

●放火火災に注意しましょう
　　放火及び放火の疑いによる火災は、全国の出火原因のトップを占めています。放火火災を未然に防止するには、
　次のような環境づくりをしましょう。
　・屋外にダンボール、古材など燃えやすい物を置いたままにしない。
　・家の周りは外灯などでできるだけ明るくしておく。
　・隣近所に一声かけて火災予防の協力を求める。

● 住宅用火災警報器を設置されていますか？点検はされていますか？
　　住宅火災による死者のうち、就寝中の火災による「逃げ遅れ」が原因で犠牲者が発生するケースが多いことか
　ら、住宅火災による犠牲者をなくし人命と財産を守るため、就寝に使用する部屋に、住宅用火災警報器の設置が
　義務付けられました。
　　なお、住宅用火災警報器は設置後の維持管理が重要となります。「いざ」というとき、正常に作動するか、定
　期的に点検ボタンを押す、または点検ひもを引いて、音が鳴るかを確認しましょう。
　　また、住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災を感知しなくなることがあるた
　め、10年を目安に交換しましょう。
　住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、次のフリーダイヤル、または消防本部予防課まで。

☎０１２０－５６５－９１１　住宅用火災警報器相談室
受付時間　月曜から金曜までの午前９時から午後５時まで（祝日を除く。)　
☎０７３８－２２－４８９９　御坊市消防本部予防課

一人ひとりの尊厳が守られ、
　　共に生きるまち ごぼうを目指して 社会福祉課　☎0738‐23-5508

　御坊市では、市民の皆様とともに、これまで同和問題の解決に全力を挙げて取り組んでまいりました。その結果、
同和問題は解決に向かってはいるものの、今なお許しがたい差別事件が起こっています。全国的にみても、情報化の
進展により、インターネット上に同和地区と称して地名を書き込むなどの行為が発生しています。
　そのような中、「部落差別の解消の推進に関する法律」が平成28年12月16日に施行されました。この法律
は、部落差別は許されないものであるとの認識のもと、部落差別解消の必要性について国民の理解深めるよう努め
ることにより、部落差別のない社会を実現することを目指しています。私たち一人ひとりが同和問題を正しく理解
し、「差別をしない、差別を許さない」という意識を高めていきましょう。
　次のとおり、同和運動推進月間の取り組みの一環として、街頭啓発を行います。

※街頭啓発については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、中止もしくは内容を変更するが場合があります。

日　時　①11月１日（火）７：45～　 ②11月１日（火）15：30～　③11月12日（土）11：00～
場　所　①ＪＲ御坊駅前　　　　　　　 ②ロマンシティ　　　　　　　  ③ロマンシティ

 同和運動推進月間　11月１日（火）～11月30日（水）

　女性に対する暴力をなくす運動期間の取り組みの一環として、街頭啓発を行います。
　♦日時　11月15日（火）10：30～　　♦場所　ロマンシティ　　　　　　　　　　　
　※街頭啓発については、新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、中止もしくは内容を変更する場合があります。

 女性に対する暴力をなくす運動期間　11月12日（土）～11月25日（金）

　「和歌山県部落差別の解消の推進に関する条例」が令和２年３月24日に施行されました。和歌山県では、行政、県
民、事業者等が一体となって、部落差別の解消を推進して部落差別のない社会を実現することを目指しています。ま
た、引き続き、部落差別解消のための教育や啓発、住民の皆さんからの相談への対応などに取り組んでいます。
　市民の皆さんにも、条例の趣旨をご理解いただき、部落差別は許されないものであるといった認識のもと、すべ
ての市民の人権が尊重される豊かな社会を実現しましょう。
♦問い合わせ　和歌山県人権政策課　☎073-441-2561

「和歌山県部落差別の解消の推進に関する条例」について

　人権とは、すべての人が生まれながらに持っている、人として幸せに生きていくために必要な、誰からも侵され
ることのない権利であり、日常の思いやりの心によって守られるものです。
　御坊市人権施策基本方針に基づき、私たち一人ひとりが、様々な人権に関する問題について理解と関心を深め、
差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。

 人権を考える強調月間　11月11日（金）～12月10日（土）

☎0570-070-810（全国共通ナビダイヤル）
　夫・パートナーからの暴力やストーカー、セクハラなど、女性をめぐる様々な人権問題についての相談をお受け
します。
　相談は無料で秘密は厳守されます。法務局職員または人権擁護委員が相談に応じますので、お気軽にご相談ください。
♦相 談 日 時　11月18日（金）～24日（木）８：30～19：00（ただし土・日は、10：00～17：00）
♦問い合わせ　和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員連合会　☎073-422-5131

 全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間　11月18日（金）～11月24日（木）
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